
徳島県戦略的災害医療“Ｇ空間”プロジェクト

実施団体名 徳島県、美馬市、徳島大学、徳島文理大学、（株）IDS、(株)NTTデータ四国

実 証 地 域 徳島県、美馬市 実 施 期 間 平成２６年９月～平成２７年３月

事 業 概 要

徳島県は豪雨による土砂災害や浸水被害などが多発する災害環境を抱えていることから、本実証事業においては、山間部や過疎地における豪雨・洪水被害の迅速把
握や住民への適切な情報伝達などを目的として、徳島県が運用する「災害時情報共有基盤」を核に以下の事業に取り組んだ。
①地域SNSを介した住民参加型の災害状況迅速把握体制の構築、②気象レーダーからのビッグデータ等を活用した降雨予測等による災害発生の事前予測・分析体
制構築、③避難所ニーズ把握・支援体制の構築、④上記①②のGIS上での可視化及び県民向けGISである「総合地図提供システム」との連携機能構築 ⑤Ｌアラー
トを活用した住民への情報伝達体制の構築

実 証 結 果

①住民相互が地域SNSを通じ周辺状況を共有できることに加え、これらの情報が自治体等の迅速な災害状況把握に有効であることを確認した。
②降雨データ等を複合的に可視化し、災害時情報共有基盤において概況把握に有効であることを確認した。
③薬剤ニーズ把握に関しては今後解決すべき課題を得た一方、物資ニーズ把握については大きな課題もなく概ね有効であることを確認した。
④既に情報基盤上に収載されている他の情報との重ね合わせも含め有効性が確認されるとともにシステム間連携の実装が確認できた。
⑤Lアラート情報を活用したTV局の本放送運用を開始したほか、新たに13のCATV事業者のLアラート加入を得た。

無線等を活用した代理入力も含めた住民参加の情報収集・共有体制モデルとしての「地域SNS」、
多様な情報に関する地域情報の概況把握に有効な「アセスメントロールアップ」、
薬剤販売実績データに基づきATC分類、医薬品成分等と突合、分析可能な「薬剤使用実績分析データベースシステム」
GIS上で個々の情報のステータスを確認できる「バッジUI」



１．事業概要
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２．実証結果

① 地域SNSを介した住民参加型の災害状況迅速把握体制の構築
パソコン、スマートフォン、タブレット等から利用可能な「地域SNS」を新たに構築するととも
に、高齢化率が高い山間・過疎地においても無理のない情報収集を可能とするため、地域
コミュニティが保有する無線設備等も活用した「代理入力」体制を予めルール化。３月５日に
行った実証実験では、複数の情報経路から基盤への入力を確認するとともに、住民アン
ケートでも高い評価を得、代理入力体制も含めたモデルの有効性を確認した。

８月１０日８月１０日 ９時１３分９時１３分



２．実証結果

① 地域SNSを介した住民参加型の災害状況迅速把握体制の構築
一方、広く広く普及しているtwitterからのデータ抽出による災害時利活用については、昨
年の台風11号時の徳島県内データ（約１万件）から、有効と思われるものを一定要件（リツ
イートは除く、画像が添付されている等）で抽出したところ、約1000件弱のツイートを得、活
用の可能性を確認した。しかしながら、これらのデータの大半は、位置情報が付加されてて
おらず、地図上での重ね合わせにおいては有効活用できたものはわずか（17箇所）であった。
今後、災害時にリアルタイムで活用していくためには、ノイズデータ除去のためのフィルタ
リング条件のさらなるチューニングに加え、未知の事象に対する量的変動監視、意味解析な
ど新たな技術開発が必要と思われる。



２．実証結果

② 気象レーダーからのビッグデータ等を活用した降雨予測等による
災害発生の事前予測・分析体制構築
雨雲レーダー解析データから、「雨量強度」「土砂災害危険度」「累積雨量」の３種を動画も
含め共有システムの地図上に重ね合わせ表示するとともに、１kmメッシュで任意の地点をク
リックすることで時系列にグラフ表示する機能を実装した。また、他の被害情報とともに雨量
情報等をマトリックスで概観できる「アセスメントロールアップ」の機能を追加した。これらの
機能に対する評価は概ね高く、その有効性が確認された。



２．実証結果

③避難所ニーズ把握・支援体制の構築
薬剤販売実績データを活用し、医薬品の成分や用途についての項目を数万品目に及ぶ
医薬品を対象として薬剤使用実績分析データベースを構築した。美馬市木屋平地区への適
用については、市町村単位の販売実績データから美馬市木屋平地区の人口案分を基に集
計し、ＡＴＣ分類及び薬効から災害時の慢性期疾患治療薬ニーズの推計を行った。
地域の薬剤ニーズの集計及び慢性期疾患治療薬の抽出可能性は確認できたが、対象医
薬品全ての供給体制整備は困難であり、今後、地域の疾病構造把握による緊急性の高い
症例への絞り込みについて、更に研究が必要であることが判明した。



２．実証結果

③避難所ニーズ把握・支援体制の構築
ネット通販大手のアマゾンジャパンの「ほしいものリスト」を活用し、避難所から直接又は自
治体の代行入力を通じて、きめ細かい必要物資の登録を行えるか検証した。
「ほしいものリスト」に登録した支援希望物品のリストは、徳島県の災害時情報共有基盤で
ある「災害時情報共有システム」にシステム連携により反映され、全国からの支援状況を確
認できるとともに、避難所における支援ニーズを的確に把握することができた。参加者から
も概ね好評であり、支援者とのマッチングにも有効であることを確認した。



２．実証結果

④上記①②のGIS上での可視化及び県民向けGISである
「総合地図提供システム」との連携機能構築

地域ＳＮＳ及び雨雲レーダー等の収集情報をＧＩＳ上で可視化するとともに、県民
向けＧＩＳである「総合地図提供システム」へのデータ連係機能を構築した。ＧＩＳ
上での可視化に際しては、個々の情報のステータスを、トリアージタッグと同様の
「赤－黄ー青」のカラーコーディングや、直感的に確認できる「バッジUI」を基本と
しており、市町村からのアンケートでは「研修」や「入力体制」に関する要望はある
ものの、有用性ありとの回答を得た。

バッジＵＩ：アイコンに付加情報をとしてバッジを
付す。バッジの色によりステータスを表す。この
例では、土砂災害時にバッジが「人的被害あり」
を意味し、赤＝未着手、黄色＝救助・捜索中、
青＝救助等完了を意味している。



２．実証結果

⑤Ｌアラートを活用した住民への情報伝達体制の構築

ＩＣＴに不慣れな高齢者への情報伝達を複線化するため、Ｌアラートを介した情報
提供体制を地域の放送事業者との間で構築。実証実験期間中に、地元放送局とLア
ラート入力検証等を行いながら、本放送への導入を実現すると共に、ＣＡＴＶ事業者
へも参加の働きかけを行い、１３社（１７社中）の参加を新たに得た。



３．委託事業終了後の普及展開等

徳島県は本委託事業を、本県が推進する「戦略的災害医療プロジェクト」の一環として、
「Ｇ空間」とＩＣＴを融合させた領域の取り組みとして実施。これまでの「急性期」の取り組みか
ら、「平時から災害時」「災害時から平時」への「シームレスな医療提供体制の移行」を実現
し、「防ぎ得た災害死」をなくすため、医療分野の強化に加え、幅広い分野との連携に取り組
むため、本委託事業で得られた成果のうち、以下の事業については次年度以降、全県的な
展開を図ることとしている。
さらに、全県的な展開状況を全国に情報発信し、他県への横展開についても視野に入れて
事業継続を図っていくこととしている。

【災害時情報共有システムの機能強化】
Ｈ２７年度当初予算：５０，０００千円

・地域ＳＮＳの全県展開
・雨雲レーダー機能の全県展開
・「ほしいものリスト」機能の全県展開
・アセスメントロールアップの拡充
・県民、防災関係機関向け啓発、研修

など



【連絡先】
徳島県危機管理部危機管理政策課（担当：戎）
電話番号：088-621-2280 
メールアドレス：ebisu_hirohito_1@pref.tokushima.lg.jp 

４．本事業に関する問合わせ


